
 

​平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 
この度、私たちは富士スピードウェイにて開催された「ENEOSスーパー耐久シリーズ2026 第3
戦」のST-5クラスに、「Fets高砂NIWARACINGロードスター」として参戦いたしました。 
 
​今回は度重なるマシントラブルに見舞われましたが、チーム一丸となって対応し、無事に完走を
果たすことができました。 
 
​最初のトラブルは、予選前日となる4日の夜間走行練習中に発生しました。アクシデントによりマ
シンがクラッシュし、一時は出走が危ぶまれるほどの損傷を負いました。「修復しても元の状態に

戻るのか」「リタイヤしたほうが楽なのではないか」という考えが頭をよぎる中、若いスタッフの「直

しましょう」という言葉をきっかけにチームが結束し、修復作業に取り掛かりました。ドライバーとメ

カニックによる懸命な作業の結果、翌5日の予選直前に修復が完了し、無事に予選に出走するこ
とができました。 
 
​続く6日からの決勝レースでは、夜に向けて順調に周回を重ねていたものの、20時頃にコースア
ウトした際、巻き上げた砂利がファンベルトに噛み込んだことでベルトが外れ、オーバーヒートに

よるエンジン交換を余儀なくされました。非常に厳しい状況ではありましたが、ピットガレージで約

3時間に及ぶエンジン載せ替え作業を迅速に行い、再度レースに復帰することができました。 
 
​その後、朝方からは雨が降り始め、路面状況が激しく変化する難しいコンディションとなりました
が、ドライバー陣が確実に周回を重ねてバトンを繋ぎました。最終順位は8位となりましたが、決
勝の公式完走条件である最低周回数をクリアし、無事にチェッカーを受けることができました。 
 
​度重なるトラブルを乗り越え、最後まで諦めずに走りきることができましたのは、ひとえに日頃よ
り支えてくださるスポンサーの皆様の多大なるご支援の賜物と、チーム一同、心より深く感謝申し

上げます。 
 
​次戦の「SUGO4時間レース」におきましても、何よりも「完走」を最優先の目標に掲げ、チーム一
丸となって全力で挑む所存です。 
皆様のご期待に応えられるよう邁進してまいりますので、今後とも変わらぬご指導、ご支援を賜り

ますよう何卒よろしくお願い申し上げます。 
 

 
 

 


